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「Ｋ-ＶａＣＳ」の
次世代火力運用サービス
デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）の加速に動く関西電力。
火力部門のエンジニアリングサービス「Ｋ-ＶａＣＳ」として、

ＩｏＴを活用した発電所遠隔監視サービスの展開に加え、
ＡＩを活用した「デジタルツイン」の開発を推進。担当者の取り組みを追った。



オーストラリア・ブルーウォーターズ火力発電所

デジタルツイン

実プラント（舞鶴発電所）

リモートモニタリングセンター（RMC）マネジャーの中澤
デジタルツイン担当の鈴木。RMCでは
モデル構築のためのサポートも実施

技術開発グループメンバーたちとの打合せ
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座
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
＝
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術

総
合
開
発
機
構
の
特
別
講
座
）
も
受
講
し
た
。

　
「
講
座
は
週
３
回
半
年
間
。
仕
事
と
の
両
立

は
大
変
で
し
た
が
、
チ
ー
ム
の
支
え
も
あ
っ
て

無
事
知
識
を
習
得
し
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
開
発
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
で
運
用
高
度
化

　

鈴
木
が
開
発
を
担
当
し
た
「
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ

ン
」
と
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
「
デ
ジ
タ
ル
で

作
成
し
た
双
子
」。
実
在
す
る
設
備
を
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
上
に
再
現
し
た
も
の
で
、
最
大
の
メ
リ

ッ
ト
は
実
デ
ー
タ
を
も
と
に
精
緻
な
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
こ
と
。「
何
十
通
り
、
何

百
通
り
の
運
転
条
件
を
実
機
に
て
検
証
し
、
最

適
な
運
転
の
燃
焼
状
態
を
探
索
す
る
に
は
膨
大

な
時
間
が
か
か
る
。
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
で
は
さ

ま
ざ
ま
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
重
ね
て
最
適

な
結
果
を
導
き
、
そ
れ
を
実
機
に
適
用
す
る
こ

と
で
運
用
の
高
度
化
が
期
待
で
き
ま
す
」

　

こ
の
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
を
Ｋ-

Ｖ
ａ
Ｃ
Ｓ
の

新
た
な
コ
ン
テ
ン
ツ
に
し
よ
う
と
考
え
た
関
西

電
力
は
、
17
年
９
月
、
三
菱
日
立
パ
ワ
ー
シ
ス

テ
ム
ズ
（
Ｍ
Ｈ
Ｐ
Ｓ
）
と
共
同
で
開
発
を
ス
タ

ー
ト
。
関
西
電
力
側
の
Ａ
Ｉ
担
当･

鈴
木
の
頑

張
り
も
あ
っ
て
、
18
年
５
月
に
は
早
く
も
プ
ロ

ト
タ
イ
プ
が
完
成
し
、
成
果
を
確
認
す
る
た
め

の
実
証
試
験
が
行
わ
れ
た
。　

７
０
０
０
km
先
の
発
電
所
を
監
視

　

大
阪
・
中
之
島
、
関
西
電
力
本
店
の
一
室
。

室
内
に
は
何
台
も
の
モ
ニ
タ
ー
が
所
狭
し
と
並

び
、
ス
タ
ッ
フ
は
画
面
の
監
視
に
余
念
が
な
い
。

表
示
さ
れ
て
い
る
の
は
火
力
発
電
所
の
運
転
状

況
。
但
し
関
西
電
力
の
発
電
所
で
は
な
い
。
大

阪
か
ら
７
０
０
０
km
以
上
も
離
れ
た
南
半
球
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ブ
ル
ー
ウ
ォ
ー
タ
ー
ズ
火
力

発
電
所
だ
。

　

こ
こ
は
関
西
電
力
が
２
０
１
７
年
９
月
に
開

設
し
た
リ
モ
ー
ト
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
。

火
力
部
門
が
展
開
す
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
「
Ｋ-

Ｖ
ａ
Ｃ
Ｓ
（K

ansai-V
alue 

Creation Service

＝
ケ
イ
バ
ッ
ク
ス
）」
の
一

環
と
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
遠
隔
地
の
火

力
発
電
所
か
ら
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
運
転
デ
ー
タ

を
受
信
・
蓄
積
し
、
豊
富
な
運
転
経
験
を
持
つ

ベ
テ
ラ
ン
監
視
員
が
現
地
に
い
る
所
員
以
上
に

細
か
な
監
視
を
実
施
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
Ａ
Ｉ
／
Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た

「
早
期
異
常
検
知
シ
ス
テ
ム
」
を
開
発
し
、
ト

ラ
ブ
ル
の
早
期
発
見
や
初
期
対
応
策
、
再
発
防

止
策
の
提
案
な
ど
、
包
括
的
な
技
術
支
援
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

火
力
事
業
の
知
見
を
生
か
す

　

関
西
電
力
が
以
前
か
ら
行
っ
て
い
た
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
「
Ｋ-

Ｖ
ａ
Ｃ
Ｓ
」

と
名
づ
け
、
本
格
的
に
売
り
出
し
た
の
は
、
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
た
17
年
。

　
「
火
力
発
電
事
業
で
培
っ
た
豊
富
な
知
見
と

ノ
ウ
ハ
ウ
を
フ
ル
活
用
し
て
発
電
所
の
建
設
計

画
か
ら
運
用
開
始
後
の
運
転
・
保
守
、
設
備
更

新
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
ス
テ
ッ
プ
で
お
客
さ
ま
の

お
困
り
事
に
応
え
る
の
が
Ｋ-

Ｖ
ａ
Ｃ
Ｓ
。
既

に
国
内
外
90
以
上
の
プ
ラ
ン
ト
に
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
を
提
供
し
て
い
ま
す
」
と
言
う
の
は
火
力

事
業
本
部
火
力
開
発
部
門
技
術
開
発
グ
ル
ー
プ

マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
中
澤
忠
廣
だ
。

　

も
ち
ろ
ん
火
力
発
電
事
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持

つ
の
は
関
西
電
力
だ
け
で
は
な
い
。
電
力
自
由

化
で
市
場
競
争
が
熾
烈
化
す
る
な
か
、
各
社
と

も
同
様
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、「
差
別

化
」
は
必
至
だ
。
そ
の
鍵
を
握
る
の
が
Ａ
Ｉ
／

Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
で
あ
り
、
遠
隔

監
視
サ
ー
ビ
ス
も
そ
の
一
例
だ
が
、
関
西
電
力

で
は
さ
ら
な
る
サ
ー
ビ
ス
拡
充
を
め
ざ
し
、
キ

ラ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
「
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
」
の
開

発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

キ
ラ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
へ

　

開
発
を
任
さ
れ
た
の
は
、
中
澤
が
「
火
力
部

門
の
Ａ
Ｉ
第
一
人
者
に
！
」
と
期
待
を
寄
せ
る

同
グ
ル
ー
プ
の
鈴
木
信
吾
だ
。

　

大
学
で
機
械
工
学
を
、
大
学
院
で
燃
焼
工
学

を
学
ん
だ
鈴
木
は
、
自
身
の
知
識
を
生
か
せ
て
、

国
内
外
問
わ
ず
活
躍
で
き
る
フ
ィ
ー
ル
ド
が
あ

る
こ
と
か
ら
関
西
電
力
を
志
望
。
12
年
の
入
社

後
は
石
油
火
力
の
御
坊
発
電
所
で
３
年
間
、
運

転
や
保
守
の
現
場
経
験
等
を
積
ん
だ
後
、
本
店

で
火
力
の
技
術
開
発
を
担
当
し
、
16
年
か
ら
Ａ

Ｉ
／
Ｉ
ｏ
Ｔ
技
術
の
活
用
検
討
チ
ー
ム
に
参
加
。

遠
隔
監
視
サ
ー
ビ
ス
に
盛
り
込
ま
れ
た
早
期
異

常
検
知
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
も
携
わ
っ
て
い
た

こ
と
か
ら
、
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
開
発
の
担
当
と

な
っ
た
。

　

た
だ
、
火
力
に
は
詳
し
い
鈴
木
も
Ａ
Ｉ
に
つ

い
て
は
初
心
者
。
ま
ず
は
知
識
習
得
が
不
可
欠

と
関
連
書
籍
を
読
み
込
み
、
Ａ
Ｉ
理
解
の
基
礎

と
な
る
統
計
学
の
資
格
を
取
得
し
た
。
専
門
知

識
を
身
に
つ
け
る
た
め
、
大
阪
大
学
の
Ａ
Ｉ
講
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『躍』（やく）という誌名は、皆さまとともに「躍進」「飛躍」していきたい、
また皆さまにとって「心躍る」広報誌でありたい、
との思いを込めて名づけました。

編集後記
フィンテック、ライドシェア、デジタルツイン、PoC……数々の新しい
言葉が象徴するように、新しい波が世界を席巻しています。デジタ
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を訊くとともに、［現場力⤴最前線］では、火力部門が推進する
「K-VaCS」のAI/IoT技術を活用した次世代火力運用サービ
スの動きを追いました。
一方、6月末のG20大阪サミット開催を前に、［Person］では、多く
の国際会議やイベントを手がけてきたコンベンション専門家を取
材。また［旬発NIPPON］では、外国人にも人気の琵琶湖1周サイ
クリング「ビワイチツーリズム」を紹介しました。
令和になって初めての夏が、より楽しく心躍る夏になることを願っ
て、新しい『躍』をお届けします。（T）
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年
間
１
億
円
の
運
転
費
用
削
減
効
果

　

実
証
試
験
の
舞
台
と
な
っ
た
の
は
、
関
西
電

力
唯
一
の
石
炭
火
力
発
電
所
・
舞
鶴
発
電
所
だ
。

　
「
火
力
燃
料
の
中
で
も
石
炭
は
性
状
に
バ
ラ

ツ
キ
が
出
や
す
く
、
同
じ
産
地
で
も
採
石
場
所

や
時
期
が
違
え
ば
成
分
が
変
わ
る
。
性
状
の
他

に
も
多
様
な
要
因
で
運
転
状
態
が
変
わ
る
た
め

Ａ
Ｉ
に
学
習
さ
せ
る
こ
と
は
多
い
が
、
さ
ま
ざ

ま
な
状
況
に
応
じ
た
運
用
の
最
適
化
を
実
現
す

れ
ば
、
運
転
コ
ス
ト
削
減
等
の
運
用
高
度
化
に

つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
」

　

実
際
、
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
で
ボ
イ
ラ
運
転
条

件
な
ど
を
変
更
し
た
際
の
影
響
を
検
証
し
、
結

果
を
舞
鶴
１
号
機
に
適
用
し
た
と
こ
ろ
、
年
間

１
億
円
程
度
の
運
転
費
用
削
減
効
果
が
確
認
で

き
た
と
い
う
。
ま
さ
に
狙
い
ど
お
り
だ
が
、
こ

れ
ほ
ど
大
規
模
な
実
証
試
験
は
鈴
木
に
と
っ
て

初
の
経
験
。
苦
労
も
並
大
抵
で
は
な
か
っ
た
よ

う
だ
。

　
「
実
証
試
験
と
ひ
と
口
に
言
っ
て
も
、
課
題

は
モ
デ
ル
構
築
だ
け
で
は
な
い
」
と
鈴
木
は
言

う
。
最
適
計
算
の
た
め
の
サ
ー
バ
の
設
置
、
サ

ー
バ
と
発
電
所
プ
ラ
ン
ト
デ
ー
タ
の
通
信
確
立
、

実
証
試
験
の
た
め
の
燃
料
調
達
や
運
転
操
作

等
々
、
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
山
ほ

ど
あ
る
そ
う
で
、「
自
分
だ
け
で
は
到
底
成
し

得
な
い
こ
と
ば
か
り
。
年
間
１
億
円
削
減
と
い

取材・編集／田窪由美子

う
素
晴
ら
し
い
効
果
を
確
認
で
き
た
の
も
、
チ

ー
ム
メ
ン
バ
ー
は
じ
め
、
燃
料
室
、
舞
鶴
発
電

所
の
保
修
員
・
運
転
員
な
ど
、
本
当
に
多
く
の

人
の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
」

Ａ
Ｉ
が
デ
ー
タ
の
価
値
を
高
め
る

　

実
証
試
験
で
効
果
が
確
認
さ
れ
た
デ
ジ
タ
ル

ツ
イ
ン
は
、
18
年
10
月
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
Ｉ
ｏ
Ｔ

を
活
用
し
た
新
産
業
モ
デ
ル
創
出
基
盤
整
備
事

業
に
も
採
択
さ
れ
、
実
用
化
に
大
き
く
踏
み
出

し
た
。
今
後
は
複
数
炭
種
で
の
運
転
、
機
器
台

数
を
変
更
し
た
運
転
な
ど
、
よ
り
多
様
な
運
転

状
況
に
も
適
用
で
き
る
よ
う
改
良
を
進
め
る
計

画
だ
。

　
「
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
の
開
発
は
世
界
の
火
力

発
電
の
運
用
高
度
化
に
資
す
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
」
と
胸
を
張
る
鈴
木
は
、
こ
れ
ま
で
も
韓

国
や
イ
ン
ド
に
出
向
い
て
火
力
発
電
の
Ｄ
Ｘ
推

進
に
注
力
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
運
転
・
保
守

な
ど
の
運
用
デ
ー
タ
は
先
輩
方
か
ら
受
け
継
が

れ
て
き
た
貴
重
な
財
産
。
こ
の
デ
ー
タ
の
価
値

を
Ａ
Ｉ
で
一
段
と
高
め
る
こ
と
が
Ｋ-

Ｖ
ａ
Ｃ

Ｓ
の
競
争
力
強
化
に
つ
な
が
る
。
日
進
月
歩
の

Ａ
Ｉ
技
術
を
う
ま
く
活
用
す
る
た
め
自
分
自
身

が
学
び
続
け
る
と
同
時
に
、
今
回
得
た
知
見
を

後
輩
に
も
伝
え
、
Ｄ
Ｘ
の
加
速
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
」。
鈴
木
は
頼
も
し
い
笑
顔
を
見
せ
た
。

K-VaCSとして国内外90以上のプラントにソリューションを提供。（上左）インドネシアのタン
ジュン・ジャティB火力、（下左から）米国のウエストデプトフォード火力、タイのロジャナ火力

インドの企業と現地で打合せ鈴木は火力発電のDXに関して韓国で講演
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